様式第１号【別紙】(1)
事　業　計　画　書
事業内容
	事業計画名
	（事業内容を簡略に表現する名称としてください。例：「…の開発」等）



	使用する企画構想
	

	事業計画の概要
	（外部に公表することを前提に、公表可能な内容を概ね100字以内で簡潔かつ明瞭に記載してください。）

	助成事業期間
	 　　年 　　月 　　日から 　　 　　年 　　月 　　日まで

	助成事業者

	氏名又は名称
代表者役職氏名　　
住所又は所在地
	　
　
　

	構成員
（助成事業者が有限責任事業組合又はグループの場合）
	　氏名または名称及び代表者役職氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（所在市町村）
（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （　　　　）
（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （　　　　）
（3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （　　　　）

	事業の実施に至る経緯及び目的
	（事業の実施を検討するに至るこれまでの経緯を説明し、その実施目的についてわかりやすく記載してください。）


	産業支援機関等との相談・連携状況
	（申請にあたり産業支援機関等※の支援を受けているか、該当するものにチェックしてください）
□支援を受けている（複数の機関から支援を受けている場合は全て記入してください）
（機関名・支援者職氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□支援を受けていない
※産業支援機関等とは、工業技術センター、大学等研究機関、山形県産業技術振興機構、山形県企業振興公社、各商工会議所、各商工会など県内の産業振興等を目的とした組織を指します。

	助成事業の内容
	（実施する事業の具体的内容を記載し、必要に応じて補足資料を添付してください。）


	助成事業実施後の事業化※目標
※事業化とは、製品化等の形で、助成事業の成果が企業の営業活動に生かされる状態に至ることを言います。
	（事業化後の中長期的な目標として、いつ頃、どのような状態に到達する見込みかを、具体的に記載してください。）


	
	事業化予定時期
	新商品等の目標売上高

	
	　　　　年　　月頃
	百万円／年

	他の補助金等の申請状況　（同一の取組みで他の補助金等にも申請している場合に記載してください。）

	補助元
	事業・制度名
	補助金額
	申請者名

	
	
	
	


（注記）・記入にあたっては、数値等を用いて、できるだけ具体的に記載してください。
・記入欄が不足する場合は必要に応じて別紙に記載してください。
　　　 ・売上目標は助成事業により試作、開発・改良等を行う製品等について記入してください。

様式第１号【別紙】(2)
経費の配分表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	経費の区分
	総事業費
（税込額）
	助成対象経費
（税抜額）
	助成希望金額
	備考

	謝金
	
	
	※助成金額は合計金額のみを記載してください｡
	

	旅費
	
	
	
	

	物品費
	
	
	
	

	事業費
	外注・委託費
	
	
	
	

	
	上記以外
	
	
	
	

	その他
（助成対象外）
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	


収支予算書
○　収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	科    目
	予算額
	明                                  細

	この助成金
	
	

	自己資金
	
	

	その他
	
	（他の公的機関からの補助金等を併せて受ける場合には、補助元、補助金額を明記してください。）

	合　　計
	
	


○　支出の部　（使途を詳細かつ明瞭に記載すること）　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：円）
	科    目
	予算額
	明                                  細

	謝金
	
	

	旅費
	
	

	物品費
	
	

	事業費
	外注・委託費
	
	

	
	上記以外
	
	

	その他
（助成対象外）
	
	

	合　計
	
	


（注記）・支出予算額は経費の配分表の「総事業費」と一致すること
　　　　・明細の記入欄が不足する場合は、適宜欄を広げるか、又は、別紙に記載すること
